
水　

稲

キ
ャ
ベ
ツ

日 月 火 木 金 土
11月

水

文化の日

勤労感謝の日

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

11月

農家のため
の

最新情報

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、11
月
13
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
分
析
結
果
は
12
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

が
多
く
、
早
生
か
ら
晩
生
の
す
べ
て
の
品
種
で

被
害
（
坪
枯
れ
）
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

●
未
熟
粒
・
胴
割
粒

　

未
熟
粒
は
粒
の
全
体
も
し
く
は
一
部
分
が
乳

白
色
に
な
っ
た
も
の
で
、
胴
割
粒
は
玄
米
の
内

部
に
亀
裂
が
生
じ
る
現
象
で
す
。
両
者
に
共
通

す
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
登
熟
期
以
降
の
気

温
（
特
に
夜
温
）
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

 

次
年
度
の
対
策

①
土
作
り

作
土
を
深
く
し
て
根
が
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
と
と
も
に
、
生
育
後
半
ま
で
根
の
活
力

を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。

②
適
正
施
肥

登
熟
期
間
中
の
葉
色
が
高
く
維
持
さ
れ
る
と

発
生
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

③
出
穂
期
以
降
の
水
温
を
下
げ
る

出
穂
以
降
、
夕
方
以
降
の
水
の
入
れ
替
え

や
、
か
け
流
し
な
ど
で
水
温
を
下
げ
る
と
効

果
的
で
す
。

④
登
熟
時
の
早
期
落
水
防
止

落
水
時
期
は
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
、
収
穫
時

に
田
面
を
極
端
に
乾
か
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

　

今
年
の
生
育
期
間
中
の
気
温
は
、
７
月
は
雨

や
曇
り
の
日
が
多
く
、
日
照
時
間
は
少
な
く
気

温
は
低
く
な
り
ま
し
た
が
、
８
月
に
入
る
と
天

候
も
回
復
し
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
生

育
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
降
水
量
に
つ
い

て
は
、
７
月
は
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
多

く
、
８
月
は
少
な
く
、
９
月
に
入
る
と
秋
雨
前

線
の
影
響
に
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

生
育
初
期
の
日
照
不
足
に
よ
り
生
育
不
良
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
影
響
も
あ
ま
り
な
く
、

幼
穂
形
成
期
は
い
ず
れ
の
品
種
も
平
年
並
で
し

た
が
、
出
穂
期
は
、
８
月
の
高
温
の
影
響
で
１

〜
２
日
程
度
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
中
旬
以
降
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

し
ま
し
ょ
う
。

◎
玄
米
の
品
質
改
善
に
土
づ
く
り
資
材
を
投

入
し
ま
し
ょ
う
。

・
農
力
ア
ッ
プ(

100
㎏
／
10
ａ　

*

秋
落
ち
水

田
で
は
140
㎏
／
10
ａ)

　

茎
葉
の
強
化
、
根
の
保
護
、
保
肥
力
の
向
上

が
期
待
で
き
、
水
稲
の
安
定
生
産
、
品
質
向
上

に
役
立
ち
ま
す
。

●
播
種

▽
11
月
１
日
〜
12
月
５
日　

※

Ｓ
Ｅ

●
定
植

▽
11
月
１
日
〜
10
日　

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
11
月
上
旬　

※

星
岬
・
恋
岬
Ｓ
Ｐ

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(

顆) 　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
コ
ル
ト(
顆) 　

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ(

顆) 　

2000
倍
〔
３
日
／
３

回
〕

▽
11
月
中
旬　

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①･

め
ぐ
み

▽
11
月
下
旬　

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
②

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳) 　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

日 月 火 木 金 土
12月

水

6
13
20
27

7
14

28

1
8
15

29

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

30 31
2221

tamanegi

タマネギ

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

イラスト／『家の光』2018 年９月号「よくわかる家庭園芸」から引用

植えつけ2

追肥3

　腐ったものを残しておくと、腐敗が伝染して大被害
となるので、ときどき調べて取り除きましょう。

畑の準備1

貯蔵6

　苗を配置後、土をか
け、根元が締まるよう
に足で株元を踏みつ
けましょう。

　できるだけ苗が直
立して根が下方に入
るように植えます。

　根が肥料に直接触
れないように、５㎝
程度土をかけます。

収穫5
　全体の８割程度が倒伏したころに収穫をしましょう。
遅くまで植えつけたままだと病害が入り、貯蔵中の腐
敗が多くなるので注意してください。
　３～４日、畑に置き、葉茎がおおむね乾いたら貯蔵
しましょう。

病害虫防除
　害虫は発生初期に防除をするのが基本です。こまめ
に園地を巡回しましょう。
●アザミウマ類・ネギコガ・ハスモンヨトウ
　農薬：アディオン乳剤　３０００倍　
　収穫７日前まで使用可能　使用回数　５回以内

4

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ(

顆) 　

2000
倍
〔
３
日
／
３

回
〕

◎
菌
核
病

　

結
球
期
以
降
に
発
生
し
、
下
葉
か
ら
灰
褐
色

に
変
色
し
や
が
て
腐
敗
し
ま
す
。
発
病
し
た
結

球
葉
を
は
が
す
と
、
内
部
に
白
色
綿
状
の
カ
ビ

を
生
じ
、
ネ
ズ
ミ
の
糞
の
よ
う
な
菌
核
を
形
成

し
ま
す
。
９
〜
11
月
の
間
に
降
雨
が
続
く
と
発

生
を
助
長
し
ま
す
の
で
予
防
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

▽
予
防

・
ロ
ブ
ラ
ー
ル(

水) 　

1000
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ(

顆) 　

2000
倍
〔
３
日
／
３

回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

▽
発
生
初
期

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20(

フ) 　

2000
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

・
カ
ン
タ
ス
Ｄ
Ｆ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

　

ま
た
、
菌
核
は
土
壌
中
で
越
冬
す
る
た
め
、

被
害
株
は
菌
核
を
形
成
し
な
い
う
ち
に
圃
場
か

ら
持
ち
出
し
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥

▽
定
植
活
着
後　

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

重量出荷終了日 軟弱出荷終了日

11 月
上 中 下

12月
上中下

1 月
上 中 下

2月
上中下

3月
上中下

4月
上中下

5月
上中下

6月
上中下

7月
上中下

準備から収穫までの目安
約 6ヶ月半

3 3

4 4

2 5 5 61

　植えつけの20日以上
前に石灰をまいて、15
～20㎝の深さによく耕
します。土壌酸度を調
べてpH５～６になる量
を施用しましょう。

１㎡当たり
●肥料（元肥）…過リン酸
石灰（大さじ２杯）・燐加
安44号（大さじ２杯）
　鍬幅の溝を掘り、元
肥を入れます。

１㎡当たり
●肥料（追肥）…燐加安44号（大
さじ２杯）※２回とも同量
　列に沿って鍬で
溝を作り、肥料を施
して土をかけます。

　つるす場所がない場合は、葉茎を切除して網かごに
入れます。

　葉付きのまま束ねてつるします。

1011
11月のアナタの運勢

～モナ・カサンドラ～



青
ネ
ギ

ハ
ク
サ
イ

ダ
イ
コ
ン

モ
モ

カ
キ

イ
チ
ジ
ク

ミ
カ
ン

ウ
メ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

60
㎏
／
10
ａ)

●
収
穫

▽
11
月
１
日
〜
12
月
15
日　

※

星
岬

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
11
月
上
旬

※

11
月
ど
り
品
種

・
ア
ク
セ
ル(

フ) 　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ) 　

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５　

500
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

※

12
月
ど
り
品
種

・
プ
レ
オ(

フ) 　

1000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆) 　

4000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

・
ス
タ
ー
ナ(

水) 　

1000
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

▽
年
明
け
ど
り
品
種
・
防
寒

※

11
月
上
旬

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳) 　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
キ
ノ
ン
ド
ー(

フ) 　

1000
倍
〔
30
日
／
５
回
〕

※

11
月
下
旬

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(

顆) 　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆) 　

4000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

●
追
肥

　

定
植
活
着
後
（
約
２
週
間
後
）
に
、
ニ
ュ
ー

パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

120
㎏
／
10
ａ)

、
お
よ
び
結

球
開
始
期
に
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏

／
10
ａ)

を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
生
理
障
害
対
策

◎
石
灰
欠
乏
（
ア
ン
コ
）

　

植
物
体
へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
量
が
不
足
す

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
主
な
原
因
は
、

（
１
）
土
壌
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

（
２
）
土
壌
の
乾
燥

（
３
）
窒
素
過
多

（
４
）
過
湿
等
で
根
が
障
害
を
受
け
た

場
合
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
土
壌
の
乾
燥

が
影
響
し
や
す
い
た
め
、
適
宜
灌
水
と
パ

フ
ォ
ー
ム
Ca(

500
倍)

の
葉
面
散
布
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
べ
と
病

　

晩
秋
お
よ
び
春
の
気
温
の
低
い
多
湿
期
に
発

生
が
多
く
、
結
球
後
期
、
球
が
老
化
す
る
と
葉

柄
部
に
黒
い
シ
ミ
お
よ
び
斑
点
（
組
織
内
べ

と
）
が
発
生
し
ま
す
。
老
化
さ
せ
ず
、
早
め
の

収
穫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
防

・
ラ
ン
マ
ン(
フ) 　

2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

▽
発
生
初
期

・
プ
ロ
ポ
ー
ズ(

顆) 　

1000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20(

フ) 　

2000
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

＊
ハ
ク
サ
イ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
を
含
む
農
薬
の
使
用

回
数
が
合
計
２
回
ま
で
で
す
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ

(

顆)

と
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000
は
Ｔ
Ｐ
Ｎ
で
す
の

で
、
使
用
回
数
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

▽
11
月
20
日
〜
12
月
10
日　

※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
11
月
中
旬　

※

ア
ー
サ
ー

・
ア
ク
セ
ル(

フ) 　

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆) 　

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

▽
11
月
中
旬　

※

ク
リ
ア(

10
月
中
旬
定
植)

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳) 　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

▽
11
月
下
旬　

※

ク
リ
ア
▽
９
月
下
旬
定
植

・
ア
ク
セ
ル(

フ) 　

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆) 　

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ナ
レ
ー
ト(

水) 　

1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

●
追
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ)

　

定
植
活
着
後
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
追
肥
と

同
時
に
土
寄
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
収
穫

▽
11
月
１
日
〜
30
日　

※

ト
ッ
プ
ス
タ
ー

▽
11
月
15
日
〜
12
月
15
日　

※

ピ
ク
セ
ル

　
今
月
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
収
穫
時
期

を
逃
さ
ず
、
若
ど
り
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
害
虫
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
斑
細
菌
病

　

気
温
が
高
く
、
降
雨
の
多
い
と
き
に
多
発
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
生
す
る
と
防
除
し
に
く

い
の
で
予
防
散
布
に
重
点
を
お
い
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
発
病
は
肥
料
切
れ
で
助
長
さ
れ
ま

す
。

▽
予
防

・
カ
セ
ッ
ト(
水) 　

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

▽
発
病
初
期

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

750
〜
1000
倍
〔
14
日
／
３

回
〕

◎
白
さ
び
病
（
ワ
ッ
カ
症
）

　

11
月
上
旬
か
ら
の
降
雨
の
多
い
低
温
の
年
に

発
生
が
多
い
で
す
。
特
に
、
夜
が
低
温
で
翌
朝

気
温
が
上
昇
す
る
場
合
に
注
意
が
必
要
で
す
。

多
湿
に
な
り
や
す
い
密
植
を
避
け
る
、
予
防
散

布
の
徹
底
等
で
対
策
し
ま
す
。

・
ラ
ン
マ
ン(

フ) 　

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

＊
地
際
部
ま
で
十
分
濡
れ
る
よ
う
に
散
布
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　

秋
期
に
乾
燥
す
る
と
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
新
葉
付
近
に
群
棲
す
る
こ
と
が
多
く
、
防

除
を
怠
る
と
生
育
不
良
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
出
荷
物
へ
の
混
入
や
排
泄
物
（
甘
露
）
に

発
生
す
る
す
す
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
葉

裏
、
葉
の
中
心
部
に
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
、
丁

寧
な
薬
剤
散
布
が
必
要
で
す
。

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆) 　

2000
〜
4000
倍
〔
14
日
／
１

回
〕

　

秋
ま
き
の
作
型
が
11
月
以
降
に
収
穫
を
迎
え

ま
す
。
収
穫
期
が
近
づ
く
と
徐
々
に
水
を
切

り
、
葉
に
青
み
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
コ
ナ
ガ

　

薬
剤
抵
抗
性
が
発
達
し
や
す
く
、
異
な
る
薬

剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
が
大
切
で
す
。

・
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ　

2500
〜
5000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
ア
ニ
キ(

乳) 　

1000
〜
2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

◎
べ
と
病
・
さ
び
病

　

気
温
15
℃
前
後
で
降
雨
が
多
い
と
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20(

フ) 　

2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

　
今
月
は
富
有
柿
の
収
穫
が
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。

　

出
荷
基
準
を
厳
守
し
て
収
穫
し
、
果
梗
部
は

短
く
切
り
果
実
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
収
穫
の
ポ
イ
ン
ト

・
果
粉
（
果
実
表
面
の
白
い
粉
）
は
で
き
る
だ

け
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
果
粉

は
、
新
鮮
さ
の
度
合
い
を
表
し
ま
す
。

・
他
の
果
実
に
傷
を
つ
け
な
い
た
め
、
果
梗
枝

は
完
全
に
切
り
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

・
雨
天
の
日
の
収
穫
等
で
果
実
が
濡
れ
て
い
る

場
合
は
、
黒
変
果
防
止
の
た
め
扇
風
機
等
で

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

●
施
肥

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト
ま
た

は
、
わ
か
や
ま
配
合(

140
㎏
／
10
ａ
程
度)

　

果
実
生
産
で
消
耗
し
た
樹
を
回
復
さ
せ
る
た

め
、
ま
た
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
、
落

葉
す
る
ま
で
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
変
果

　

黒
変
果
は
、
着
色
始
め
の
９
月
中
下
旬
か
ら

成
熟
期
に
か
け
て
増
加
し
ま
す
。
発
生
が
多
く

見
ら
れ
る
の
は
、
風
通
し
が
悪
い
・
湿
度
が
高

い
・
日
照
時
間
が
短
い
園
地
で
す
。
防
止
対
策

と
し
て
、
マ
ル
チ
の
敷
設
・
摘
葉
処
理
・
雑
草

の
刈
り
取
り
を
行
い
、
園
内
の
湿
度
を
下
げ
る

こ
と
で
地
面
を
乾
き
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
極
早
生
の
収
穫
、
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
適
期
収
穫
を
心
掛
け
、
丁
寧
か
つ
品
質
を
よ

く
吟
味
し
て
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

●
品
質
向
上
対
策

　

収
穫
期
に
雨
が
多
い
と
浮
皮
果
が
助
長
さ
れ

る
た
め
、
水
溶
性
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
（
バ
イ
カ
ル

テ
ィ
）
を
引
き
続
き
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

果
実
の
肥
大
に
伴
い
、
枝
が
下
垂
し
て
き
ま

す
。
地
面
ま
で
下
垂
し
た
枝
に
つ
い
て
は
、
枝

つ
り
・
枝
支
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
施
肥

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト
ま
た

は
、
わ
か
や
ま
配
合(

100
㎏
／
10
ａ
を
目
安)

　

施
用
時
期
が
遅
れ
る
と
肥
効
が
悪
く
な
る
た

め
、
11
月
上
旬
に
は
施
用
を
終
え
て
く
だ
さ

い
。

●
病
害
虫
防
除

○
果
実
腐
敗
防
止

　

収
穫
１
週
間
前
に
散
布
す
る
こ
と
で
予
防
効

果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ(

水) 　

2000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

ま
た
は

・
ベ
フ
ラ
ン(

液
25) 　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

　
落
葉
が
始
ま
り
休
眠
期
に
入
り
ま
す
。
今
月

は
土
作
り
と
整
枝
・
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
施
肥
（
土
壌
改
良
）

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ(

200
㎏
／
10
ａ)

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

120
㎏
／
10
ａ)

●
整
枝
・
剪
定

　

剪
定
作
業
が
年
明
け
以
降
に
ず
れ
込
む
と
、

蕾
が
大
き
く
膨
ら
み
、
貯
蔵
養
分
が
無
駄
に
消

耗
さ
れ
る
た
め
、
年
内
に
終
わ
る
よ
う
計
画
的

に
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
苗
木
の
植
え
付
け

　

落
葉
果
樹
の
苗
木
の
植
え
付
け
の
適
期
は
、

11
〜
12
月
で
す
。
老
木
樹
及
び
不
良
品
種
の
改

植
、
受
粉
樹
の
不
足
園
へ
の
補
植
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
植
え
付
け
後
は
乾
燥
を
防
ぐ

た
め
、
敷
き
藁
等
を
施
用
し
灌
水
し
ま
し
ょ

う
。

　
11
月
下
旬
頃
か
ら
苗
木
の
植
え
付
け
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
落
葉
を
終
え
て
少
し
経
っ
た
樹

か
ら
整
枝
・
剪
定
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

●
苗
木
の
植
え
付
け

　

乾
燥
に
は
比
較
的
強
い
で
す
が
耐
水
性
が
弱

い
た
め
、
排
水
が
良
好
で
通
気
性
の
良
い
土
壌

を
好
み
ま
す
。
植
え
付
け
の
前
に
は
、
完
熟
堆

肥
等
の
土
壌
改
良
剤
を
投
入
す
る
と
と
も
に
、

排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
当
た

り
の
強
い
園
で
は
防
風
樹
・
防
風
ネ
ッ
ト
等
の

防
風
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

川
中
島
白
桃
な
ど
花
粉
の
な
い
品
種
で
は
、

受
粉
樹
を
混
植
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
気
温
が
低
下
し
、
収
穫
は
終
盤
を
迎
え
ま
す
。

　

収
穫
後
、
園
内
に
残
っ
て
い
る
葉
や
果
実
は

病
害
虫
の
越
冬
場
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
園
外

へ
持
ち
出
す
か
焼
却
し
ま
し
ょ
う
。

●
施
肥

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト(

80
㎏

／
10
ａ)

　

地
温
が
10
℃
以
下
に
な
る
頃
か
ら
根
の
活
動

が
停
止
し
、
翌
年
３
月
頃
ま
で
休
眠
期
に
入
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
11
月
上
旬
ま
で
に
施
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◉ラベルを確認しましょう。
◉ドリフト防止対策を徹底しましょう。
◉機器・用具等の洗浄や付着に注意。
◉使用状況は必ず記録を！

誓約書・防除記録は必ず提出しましょう。

◉
◉
◉
◉

適切な
農薬散布を！

1213 ●カボチャ
●身辺がにぎやかに。頼まれ事が手に余りそうなら一緒にやってくれる人を探しましょう。ペアの物がハッピー。

幸運を呼ぶ食べ物●気持ちいいくらいの強さで足のつぼ押しを。
全体運
健康運

牡牛座
4/20 ～5/20 ●ユズ

●気になることは少し様子を見て。結論を急がないのが幸せの秘訣（ひけつ）。金運は下旬から上昇。お誘いの予感も。
健康運 幸運を呼ぶ食べ物●朝は血圧のチェックから。散歩がお勧め。
全体運牡羊座

3/21～4/19



県内で労災保険の給付を受けるに至った農作業事故は
平成27~31年（令和元年）度の５年間で 250件発生

ご存じですか？　和歌山県内の農作業事故の実態

主な事故実例と事故防止のポイント

★約６割が収穫期に発生
５～６月（うめ）と、11～12月（みかん）
で144件発生しています。特に、忙しい年
末の12月は要注意です。

★事故原因は『墜落・転落』と『転倒』
原因の７割以上が、脚立・樹木・傾斜地な
どからの墜落・転落や、作業中の転倒です。
傾斜地の多い果樹園での作業は、特に注意
が必要です。

農作業を安全に！
11月～12月は
特に注意

農業者の皆さまへ

　県内においても 9件の死亡事故が報
告されています。
　農作業の死亡事故は決して他人事で
はありません。
　県内では高い場所からの転落、熱中
症などによる死亡事故が発生していま
す。重大な事故は、小さな事故の延長
線上にあります。
　特に高齢の方は、体力を過信せず、
慎重な作業を心がけてください。

疲れのたまりやすい農繁期は、ちょっとした
『焦り』や『気のゆるみ』が事故につながります。
次のことに注意し、無事故で乗り切りましょう。

□作業計画はゆとりをもって。

□事前に準備と確認を。
･障害物は取り除く。機械を整備。

□作業は慎重に。
･収穫時は必ず手袋を着用。
･脚立を使用するときは、足場を確認、
チェーンをかける。
･草刈り機を使用するときは、ゴーグル着用、
ゴミ取りはエンジンを切ってから。
･段差や斜面では、特にゆっくり移動。

【主な事故実例】
●みかんの収穫作業中に
・枯れた枝につかまり、転落。
・草で足が滑り、胸を強打。

●かきやももの収穫作業で脚立を使用中に
・足を滑らせて、転落。
・脚立が傾いて、墜落。

●草刈り機を使用中に
・絡まった草を除こうとして
親指をケガ。

●トラクターを使用中に
・段差を乗り越えようとして
トラクターが横転し、圧迫死。

詳細はお近くの営農センターまでお問い合わせください。

限 定
キャンペーンキャンペーンキャンペーン

11月・12月
お申し込み

３割引!!
※納品は、お申し込みの翌月
　以降となります。
※ボルト、交換工賃別途。

ＵＩターン就農相談フェア
ｉｎ 和歌山

使用済廃プラスチック
回収のお知らせ
ご希望の方は最寄りの各支店・営農センターまたは営農
生活部まで、事前に希望処理数量をお申し出ください。

◆回収日時
12月8日（火）7:00～10:00

◆注意事項

◆費用
約34円～42円（税抜） ※産業廃棄物処理法に基づく処理
（kgあたり）

申し込み締め切り　11月24日（火）

①農ビ（塩化ビニール）と農ポリ（ポリ系ビニール）を回収します。
②農ビと農ポリは分別して回収しますので、分けて搬入してください。
③ウェーブロックなど糸入りビニールやマルチフィルム、劣化が進
んだ（ボロボロの）ものは避けてください。

④丁寧にたたみ、最大10㎏程度にそろえて十字に紐をかけてくだ
さい。
⑤事前に申し込みのない場合は、回収できません。
⑥搬入は、午前10時までに行うようお願いします。

詳細は、営農生活部　　　　　　　  までお問い合わせください。☎473-9402

が耕運爪

12月13日（日）10：00~１5：00
※新規就農セミナーは１回目11：00~１2：00
 ２回目13：00~１4：00

日　時

和歌山県ＪＡビル２階和ホールＡＢＣ
（和歌山市美園町５－１－１）
※新規就農セミナーは２階２－Ａ会議室

場　所

・就農相談（研修、資金、農地、雇用就農など）
・農林大学校進学相談
・林業就業相談
・移住相談
・一部の市町担当者による各市町の支援や受入
についての相談

相談受付内容

・セミナー講師による就農体験談の発表と意見交換会
新規就農セミナー

※新型コロナウイルス感染拡大の状況などにより、中止または内容を変更する場合がございます。開催日前にＨＰなどでご確認ください。

※申込期間 【１１月２日（月）～２７日（金）】

お問い合わせは、和歌山県農林大学校就農支援センターまで
ＴＥＬ　0738‒23‒3488　　Ｅメール　e0716011@pref.wakayama.lg.jp
ＨＰ 　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/071601/sintyakujouhou/index.html

　県内で新たに農業を始めたいと考えている方を対
象に、就農に関するさまざまな内容について相談をお
受けします。先に新規就農された方の話を聞くことが
できる「新規就農セミナー」も同時に開催!　なお、本
フェアは今回から事前登録制となりますので、県就農
支援センターＨPから所定の様式をダウンロードして
いただき、お申込みください。

1415 ●ホウレンソウ
●部屋の中を整理整頓すると頭の中もすっきり。迷ったら掃除をするのがお勧めです。野菜たっぷりの食事で開運。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●サウナや岩盤浴でじんわり汗をかいて。
全体運

●リンゴ
●明るい兆しが見えています。遊びに行く計画を練りましょう。人生を楽しむ気持ちが幸せの呼び水に。映画観賞吉。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●テーピングで症状が改善。予防にも効果あり。
全体運 双子座

5/21～6/21
蟹 座
6/22～7/22
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